
で
の
通
訳
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
中
国
語
、
英

語
に
対
応
す
る
外
国
人
生
活
相
談
員

を
配
置
し
、
外
国
人
へ
の
相
談
窓
口

の
充
実
を
図
る
も
の
で
、
主
な
経
費

は
、
相
談
員
４
名
の
人
件
費
で
あ
る
。

■
福
祉
産
業

  

Ｉ
Ｔ
人
財
育
成
支
援
事
業

　
　
　

事
業
の
概
要
は
。

　
　
　

市
内
中
小
企
業
の
社
員
を
対

象
に
２
コ
ー
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
企
業
の
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
で
、
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
市
内
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化

の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
。
受
講
者
の
費
用
負
担

は
な
く
、
き
め
細
か
な
指
導
が
行
え

る
よ
う
に
受
講
者
は
各
コ
ー
ス
10
名

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

  

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

　
　
　

令
和
３
年
度
か
ら
利
用
目
的

に
係
る
制
限
を
廃
止
し
、
対
象
者
の

条
件
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
回
の
拡
充
で
申
請
者
は
ど
の
く
ら

い
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
　
　

申
請
者
数
は
、
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
で
50
人
程
度
、
介
護
タ
ク
シ
ー

で
１
０
０
人
程
度
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
　
　

介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
目

的
に
制
限
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
限
だ
っ

た
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、
介
護
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
際
の
目
的
地
は
、
県
内

の
医
療
機
関
、
介
護
保
険
施
設
及
び

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

  

当
初
予
算
編
成
全
般

 

　
　

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
、

特
に
重
点
に
置
い
た
配
分
の
考
え
方

は
。

        

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験

を
踏
ま
え
、
財
政
調
整
基
金
を
一
定

額
確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
事
前
に
市

と
し
て
の
貯
金
を
確
保
し
て
お
く
こ

と
で
、
災
害
な
ど
の
突
発
的
な
事
象

へ
の
対
応
と
計
画
的
な
施
策
の
推
進

を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
周

辺
道
路
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
北
口

周
辺
整
備
と
い
っ
た
大
型
事
業
を
令

和
３
年
度
の
完
了
に
向
け
て
停
滞
さ

せ
る
こ
と
な
く
計
画
ど
お
り
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
公
共

施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
、
施

設
の
維
持
保
全
事
業
に
つ
い
て
、
施

設
の
劣
化
状
況
を
再
度
確
認
し
、
一

部
計
画
を
変
更
し
て
い
る
が
、
必
要

な
改
修
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
い
っ

た
新
た
な
財
政
需
要
に
着
実
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
最

後
に
、
三
世
代
同
居
等
住
宅
支
援
事

業
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
事

業
、
小
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
た
新
規
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

  

外
国
人
相
談
事
業

　
　
　

外
国
人
相
談
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　

外
国
人
か
ら
の
生
活
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
市
役
所
窓
口
等

福
祉
施
設
、
ま
た
は
県
内
の
鉄
道
駅

や
市
内
の
公
共
施
設
に
限
定
し
て
い

た
が
、
こ
れ
ら
の
制
限
を
廃
止
し
、

外
出
支
援
と
し
て
よ
り
利
用
し
や
す

い
制
度
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
建
設

  

三
世
代
同
居
等
住
宅
支
援
事
業

　
　
　

本
事
業
の
狙
い
は
何
か
。

　
　
　

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

世
代
間
で
助
け
合
え
る
三
世
代
同
居

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
に
対

す
る
不
安
や
負
担
を
軽
減
し
、
少
子

化
対
策
や
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促

進
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
市
政
運
営
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
副
次

的
な
効
果
と
し
て
、
介
護
が
必
要
な

場
合
や
災
害
時
な
ど
に
は
、
互
い
に

助
け
合
え
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も

挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

親
が
賃
貸
住
宅
で
、
子
供
世

帯
が
新
た
に
賃
貸
住
宅
を
借
り
て
近

居
を
開
始
し
た
場
合
は
補
助
の
対
象

と
な
る
の
か
。

　
　
　

賃
貸
住
宅
は
住
み
替
え
が
容

易
で
あ
り
、
転
居
や
転
出
に
よ
り
、

三
世
代
同
居
等
が
継
続
で
き
な
く
な

る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
対

象
外
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
居

に
つ
い
て
は
、
親
世
帯
が
賃
貸
住
宅

の
場
合
で
も
子
供
世
帯
が
取
得
な
ど

を
す
る
住
宅
は
補
助
の
対
象
と
な
る
。

  

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
事
業

　
　
　

誰
も
が
行
き
た
く
な
る
公
園

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
公
園
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
分
散
勤
務
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、
働
き
方
や

生
活
様
式
が
変
化
し
、
公
園
機
能
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中

で
、
市
民
の
皆
様
が
快
適
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
必
要
な
機
能

を
持
ち
、
幅
広
い
世
代
の
多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
公
園
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

例
え
ば
名
城
公
園
に
あ
る

「
ト
ナ
リ
ノ
」
の
よ
う
に
有
名
カ
フ
ェ

や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
が
入
っ
て
い

る
商
業
施
設
を
設
置
し
、
多
様
な
人
々

が
、
仕
事
や
交
流
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

見
解
か
。

　
　
　

民
間
活
力
を
活
用
し
た
商
業

施
設
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
公

園
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
将
来
構
想
案
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
機
能
を
付
加
し
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
く
中
で
、
人
々
が
交
流
で
き

る
施
設
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
も
、

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
市
民
文
教

  

富
士
松
南
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

　
　
　

既
存
の
体
育
館
よ
り
も
、
大

き
な
ス
ペ
ー
ス
を
取
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
建
て
替
え
を
予
定

し
て
い
る
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　
　

既
存
の
体
育
館
跡
地
で
は
、

十
分
な
建
築
面
積
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
市
内
小
学
校
プ
ー

ル
の
う
ち
、
未
改
修
の
中
で
一
番
古

く
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
既
存
プ
ー

ル
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
新
体
育

館
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

プ
ー
ル
を
解
体
す
る
と
な
る

と
、
水
泳
の
授
業
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

水
泳
授
業
に
つ
い
て
は
、
体

育
館
の
建
設
工
事
を
予
定
し
て
い
る

令
和
４
年
度
か
ら
、
試
験
的
に
民
間

企
業
が
運
営
す
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル

に
委
託
を
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　

プ
ー
ル
の
工
事
を
含
め
た
体

育
館
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

現
時
点
で
は
、
令
和
４
年
度

に
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を
実
施
し
、

７
月
頃
か
ら
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
に

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
体

育
館
の
建
設
工
事
は
、
プ
ー
ル
解
体

工
事
終
了
後
の
10
月
頃
か
ら
着
手
し
、

令
和
５
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

東
刈
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
造

  

事
業

　
　
　

改
修
工
事
の
内
容
は
。

　
　
　

老
朽
化
し
た
給
排
水
の
配
管

や
空
調
機
等
の
設
備
の
更
新
、
内
装

の
改
修
及
び
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行

う
ほ
か
、
現
在
、
建
物
西
側
に
あ
る

事
務
室
を
建
物
の
中
央
に
配
置
し
、

手
狭
な
図
書
室
の
拡
張
や
新
た
に
児

童
館
に
授
乳
室
を
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
改
修

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

工
事
期
間
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

工
期
は
、
令
和
３
年
７
月
か

ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
を
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
間
の
住
民
票
発
行
な
ど

の
出
張
所
業
務
は
通
常
ど
お
り
利
用

で
き
る
が
、
集
会
室
や
会
議
室
を
利

用
す
る
公
民
館
や
老
人
セ
ン
タ
ー
及

び
児
童
館
は
休
館
と
す
る
。

かりや市議会だよりかりや市議会だより 令和３年５月１日令和３年５月１日 第159号第159号 （2）（3）

令
和
３
年
度
予
算
関
係

　

質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、６
〜
８
ペ
ー
ジ
の「
質
問
質
疑
」

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

 

質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
の
計
３

議
案
に
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
刈
谷
城
築
城
に
関
す

る
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
お

が
き
え
保
育
園
及
び
あ
お
ば
保
育
園

の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
利
益
を
生

む
こ
と
を
優
先
す
る
株
式
会
社
へ
の

指
定
を
や
め
て
直
営
に
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
国

民
健
康
保
険
税
が
協
会
け
ん
ぽ
と
比

較
す
る
と
非
常
に
高
額
で
あ
り
、
引

下
げ
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、

高
齢
者
を
年
齢
で
分
断
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
、
元
の
老

人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る

立
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
反
対

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

問答

本
会
議
で
の
質
疑

委
員
会
・
分
科
会
・
本
会
議

高齢者が安心して外出することが
できるよう支援を

児童が快適に運動することが
できるよう体育館を改修
（富士松南小学校）

※百万円単位で四捨五入しています
※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧ください

会計名

予算総額

一般会計

特別会計

企業会計

本年度

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業
刈谷野田北部
土地区画整理事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

水道事業

下水道事業

0.2%

▲0.5%

▲2.6%

▲31.1%

2.1%

▲3.4%

7.5%

0.3%

11.9%

22.8%

3.7%

2億1,500万円

▲3億1,000万円

▲6億2,500万円

▲4億300万円

300万円

▲3億9,500万円

1億4,600万円

2,400万円

11億5,000万円

9億4,700万円

2億400万円

946億6,000万円

604億7,000万円

233億8,900万円

8億9,400万円

1億4,200万円

113億3,200万円

20億8,100万円

89億3,900万円

108億200万円

50億9,900万円

57億200万円

前年度比較 伸び率

〈国・県からの支出金などの内訳〉 国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割
交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、地方交付税、
交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉 分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金
〈商工費などの内訳〉 労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費
（注）それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、総額や割合に一致していない場合があります。

一般会計の内訳 （　）内は対前年度比 ３年度予算の総額

市制施行70周年プラス１事業

令和３年度予算に見る主要事業

災害時の要配慮者への支援体制を強化

適度な運動で健康を保つ（総合健康センター）

オペラ「夕鶴」公演（令和４年１月30日（予定））

「夕鶴」出演
 小林沙羅
（ソプラノ）

◆災害時の要配慮者への支援体制を強化するため、
　福祉避難所の刈谷特別支援学校、社会福祉法人
　觀寿々会ハロポンズに防災備蓄倉庫を整備。

◆安心安全で効果的な運動ができる場所を提供す
　るため、北部地区に「（仮称）北部げんきプラザ」
　の開設準備。

◆総合文化センターにおいて各種文化振興事業を
　開催し、優れた文化芸術作品の鑑賞及び市民参
　加の機会を提供。

魅力あふれる公園づくりに向けて

市内企業における I T 化の底上げを

決済額の20％相当分を還元

◆市の将来的な産業競争力強化のため、「I T導入
　コース」「エンジニア養成コース」のセミナー
　を開催。

◆市内のキャッシュレス決済に対応する飲食店の
　利用者に対し、スマートフォンでキャッシュレ
　ス決済をした際にポイントを還元（繰越明許費）。

子育て世代が安心して生活できる環境を

児童の教育環境と災害時の避難所機能を向上

訓練を行い接種時の混乱を防ぐ（保健センター）

◆定住促進を図るため、三世代（親、子及び孫）
　で同居または近居するための住宅建築や取得に
　係る費用（１００万円以上限定）の一部を補助。

◆誰もが行きたくなる魅力あふれる公園の実現を
　目指すため、主要な５か所の公園を対象に、そ
　れぞれの特徴を生かした将来構想を策定。

◆教育環境の向上及び避難所機能の強化を図るた
　め、小学校体育館に空調設備を整備するための
　実施設計を作成。

◆新型コロナウイルスワクチンの医療機関での個
　別接種及び特設会場での集団接種を実施（繰越
　明許費）。

新型コロナウイルス感染症対策関連事業

歳　入
604億7,000万円

歳　出
604億7,000万円

民生費
241億4,000万円
39.9％（3.9％増）

教育費
84億3,900万円
14.0％（2.2％減）

土木費
109億8,400万円
18.2％（1.2％増）

議会費
4億200万円
0.7％（1.0％減）

総務費
54億5,300万円
9.0％（15.0％減）

公債費
12億7,200万円
2.1％（8.6％増）

消防費
16億9,900万円
2.8％（5.8％減）

商工費など
23億1,900万円
3.8％（0.2％増）

衛生費
57億6,200万円
9.5％（3.3％減）

住民税など
321億9,800万円
51.8％（12.6％減）

市債（借金）
19億5,000万円
3.2％（24.8％増）

給食費などの諸収入
23億7,300万円
3.9％（0.5％減）分担金・負担金など

83億2,600万円
13.8％（55.6％増）

国・県からの　
支出金など　
165億2,300万円
27.3％（5.4％増）

問答

問問問 答答答

問答

問問問

問

答答答

問答問答 問 答答

問答

I T人材を育成し
企業の成長を支援


